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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
液晶ディスプレイであって、該液晶ディスプレイは、
　光源の上方に設けられて光源が発生する熱を隔離するため少なくとも一つの真空層を具
える光学膜を有するバックライトユニットと、
　前記光学膜の上方に設けられて複数のピクセルユニットを具える液晶表示パネルとを含
み、
　前記光学膜は透明材質の上パネルと下パネルとで一体に構成され、その上パネルと下パ
ネルとで挟まれた空間部が前記真空層になっており、
　該上パネルと下パネルの一方がプリズムとされ他方が拡散板とされることを特徴とする
液晶ディスプレイ。
【請求項２】
前記透明材質はガラスと、アクリルと、ポリカーボネートの何れかを含むことを特徴とす
る請求項１記載の液晶ディスプレイ。
【請求項３】
前記光源の下方において更に反射板と放熱膜とが設けられることを特徴とする請求項１記
載の液晶ディスプレイ。
【請求項４】
前記光源を形成する発光デバイスは冷陰極蛍光ランプと、熱陰極蛍光ランプと、外部電極
の冷陰極蛍光ランプと冷陰極フラット蛍光ランプの群から選ばれることを特徴とする請求
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項１記載の液晶ディスプレイ。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
この発明は液晶ディスプレイに関し、特に光源が発生する熱を隔離する真空層を持つ液晶
ディスプレイに関する。
【０００２】
【従来の技術】
液晶ディスプレイの価格の引き下げと品質の向上により、液晶ディスプレイは既にノート
ブック型コンピューター、パーソナルデジタルアシスタント、携帯電話、時計、テレビジ
ョン、デジタルビデオカメラ、デジタルカメラなどの電気製品に応用される。一般に、液
晶ディスプレイは表示パネルとバックライトユニットによって構成される。該バックライ
トユニットは表示パネルの下方に設けられ、光源と光学膜（optic film）を具えて一定か
つ分散した光線を表示パネルに提供して、表示パネルにおける各ピクセルユニットを通し
て映像を表示させる。そのうち、光源が表示パネルの下方に配置される直下型バックライ
トは大型液晶ディスプレイ、例えばコンピューターのモニターとフラットパネルテレビジ
ョンなどに応用される。
【０００３】
図１を参照されたい。図１は従来の液晶ディスプレイ１０の構造を表わす説明図である。
液晶ディスプレイ１０は液晶表示パネル１２と液晶表示パネル１０の下方に設けられるバ
ックライトユニット１４を具え、液晶表示パネル１２は複数のピクセルユニット（図示に
示されない）を含み、バックライトユニット１４は光源１６と、光源１６と液晶表示パネ
ル１２との間に設けられる光学膜１８と、光源１６の下方に設けられてハウジング２２に
固定される反射板２０を含む。そのうち、光源１６は光線を発生して液晶表示パネル１２
に送り、反射板２０は光源１６が発生した光線を上方に反射して光の使用率を高めて最適
光度出力を提供する。光学膜１８は順次に拡散膜２４と、プリズム２６と、拡散板２８と
を具える。そのうち拡散板２８の表面に分布される複数の突出したプリントスポット２９
は光線を拡散させ、光源１６が発生した光線を液晶表示パネル１２に平均的に分散させ、
拡散膜２４とプリズム２６は更に光度の差異を修正し、液晶表示パネル１２に一定した光
度分布を持たせる。
【０００４】
高光度と軽量化の需要を満たすために、バックライトユニット１４における光源１６は一
般に狭小かつ密閉した空間に設けられる複数の陰極管１７を具えるため、動作の過程にお
いて発生する熱は発散できず、液晶表示パネル１０の動作時間が長くなれば、陰極管１７
の周辺温度が過度に上昇し、かくして液晶表示パネル１２の正常動作を妨げて表示品質の
低下（例えば部分画面は光度不一致が生ずる）をもたらすのみならず、光源１６と隣り合
った光学膜１８が変形して使用寿命を縮めるおそれがある。特に液晶ディスプレイ１０が
広視角技術とあいまってテレビジョン製品に応用される場合、広視角技術が液晶表示パネ
ル１２の透過率を引き下げるため、製品の光度を維持するためには、現在の方法は光源１
６の陰極管１７の数量を増やすか陰極管１７の電流を増強する。しかしかかる方法は光源
１６の発熱量を増加させ、よってバックライトユニット１４の放熱不良が深刻になる。
【０００５】
【発明が解決しようとする課題】
この発明は前述の問題を解決するため、バックライトユニットに設けられて、光源が発生
すれる熱を隔離する真空層がある液晶ディスプレイを提供することを課題とする。
【０００６】
【課題を解決するための手段】
この発明の好ましい実施例において、液晶ディスプレイはバックライトユニットと液晶表
示パネルとを具える。該バックライトユニットは光源の上方に設けられる光学膜を具え、
該光学膜は少なくとも一つの真空層を具える。液晶表示パネルは光学膜の上方に設けられ
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て複数のピクセルユニットを有する。そのうち真空層は光源が発生する熱を隔離する。
【０００７】
この発明による液晶表示パネルは液晶表示パネルと光源との間に真空層を設け、該真空層
は透明材質により構成され、透明材質の内部にある気体は真空技術により吸出し、よって
真空層は熱対流を減少することによって光源が発生する熱を隔離し、同時に光線が真空を
透過できる特性を持つため、バックライトユニットの光学特性には影響しない。従来の液
晶ディスプレイと比べ、この発明による液晶ディスプレイはバックライトの放熱不良を有
効に改善でき、光源が発生する熱が光学膜と液晶表示パネルに送られるのを防ぎ、品質を
向上させて使用寿命を延長する。
かかる液晶ディスプレイの特徴を詳述するために、具体的な実施例を挙げ、図を参照して
以下に説明する。
【０００８】
【発明の実施の形態】
（第１の実施例）
図２を参照されたい。図２はこの発明の第１の実施例による液晶ディスプレイ５０の構造
を表わす説明図である。図２によれば、液晶ディスプレイ５０はバックライトユニット５
２と液晶表示パネル５４を具える。バックライトユニット５２は光源５６の上方に設けら
れる光学膜５８を具え、そのうち光源５６を構成する発光デバイスは冷陰極蛍光ランプ、
熱陰極蛍光ランプ、外部電極の冷陰極蛍光ランプまたは冷陰極フラット蛍光ランプなどが
使用可能である。液晶表示パネル５４は複数のピクセルユニット（図示に示されない）を
具え、光学膜５８の上方に設けられる。なお、光源５６の下方には反射板５７が設けられ
、光源５６が発生する光線を上方に反射して液晶表示パネル５４に最適光度出力を提供す
る。
【０００９】
この発明の第１の実施例では、光学膜５８は拡散膜６０と、プリズム６２と、拡散板６４
と、真空層６６とを具える。そのうち拡散膜６０と、プリズム６２と、拡散板６４とは光
源５６が発生する光線を液晶表示パネル５４に平均的に分散させ、液晶表示パネル５４に
一定した光度分布を持たせ、デザインの要求に応じて増加してもよい。真空層６６はガラ
ス、アクリルまたはポリカーボネートなどの透明材質により構成される上パネル６５と下
パネル６７とを具える。上パネル６５と下パネル６７との間は真空状態であり、よって真
空層６６は熱対流を減少するので、光源５６が発生する熱を隔離し、熱が光学膜５８と液
晶表示パネル５４に送られて光学膜５８が変形するか液晶表示パネル５４の正常動作に影
響を及ぼすのを防ぐ。液晶ディスプレイ５０は真空層６６を拡散板６４と光源５６との間
に設ける以外、真空層６６と拡散板６４を統合して製造するのもよい。即ち真空層６６の
上パネル６５または下パネル６７が拡散板６４に取って代わることである。なお、バック
ライトユニット５２の放熱能力を強めるため、光源５６の下方に放熱膜（図示に示されな
い）を設けてもよい。
【００１０】
（第２の実施例）
図３を参照されたい。図３はこの発明の第２の実施例による液晶ディスプレイ１００の構
造を表わす説明図である。図３によれば、液晶ディスプレイ１００はバックライトユニッ
ト１０２と液晶表示パネル１０４を具える。バックライトユニット１０２は光源１０６の
上方に設けられる光学膜１０８を具え、そのうち光源１０６を構成する発光デバイスは冷
陰極蛍光ランプ、熱陰極蛍光ランプ、外部電極の冷陰極蛍光ランプまたは冷陰極フラット
蛍光ランプなどが使用可能である。液晶表示パネル１０４は複数のピクセルユニット（図
示に示されない）を具え、光学膜１０８の上方に設けられる。なお、光源１０６の下方に
は反射板１０７が設けられ、光源１０６が発生する光線を上方に反射して液晶表示パネル
１０４に最適光度出力を提供する。
【００１１】
この発明の第２の実施例では、光学膜１０８は真空層１１０と、拡散膜１１２と、プリズ
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ム１１４と、拡散板１１６とを具える。そのうち拡散膜１１２と、プリズム１１４と、拡
散板１１６とは光源１０６が発生する光線を液晶表示パネル１０４に平均的に分散させ、
液晶表示パネル１０４に一定した光度分布を持たせ、デザインの要求に応じて増加しても
よい。真空層１１０はガラス、アクリルまたはポリカーボネートなどの透明材質により構
成される上パネル１０９と下パネル１１１とを具える。上パネル１０９と下パネル１１１
との間は真空状態であり、よって真空層１１０は熱対流を減少するので光源１０６が発生
する熱を隔離し、熱が液晶表示パネル１０４に送られてその正常動作に影響を及ぼすのを
防ぐ。液晶ディスプレイ１００は真空層１１０を液晶表示パネル１０４と拡散板１１２と
の間に設ける以外、真空層１１０と液晶表示パネル１０４とを統合して製造するのもよい
。即ち真空層１１０液晶表示パネル１０４の下表面に形成する。なお、バックライトユニ
ット１０２の放熱能力を強めるため、光源１０６の下方に放熱膜（図示に示されない）を
設けてもよい。
【００１２】
（第３の実施例）
図４を参照されたい。図４はこの発明の第３の実施例による液晶ディスプレイ１５０の構
造を表わす説明図である。図４によれば、液晶ディスプレイ１５０はバックライトユニッ
ト１５２と液晶表示パネル１５４を具える。バックライトユニット１５２は光源１５６の
上方に設けられる光学膜１５８を具え、そのうち光源１５６を構成する発光デバイスは冷
陰極蛍光ランプ、熱陰極蛍光ランプ、外部電極の冷陰極蛍光ランプまたは冷陰極フラット
蛍光ランプなどが使用可能である。液晶表示パネル１５４は複数のピクセルユニット（図
示に示されない）を具え、光学膜１５８の上方に設けられる。なお、光源１５６の下方に
は反射板１５７が設けられ、光源１５６が発生すれる光線を上方に反射して液晶表示パネ
ル１５４に最適光度出力を提供する。
【００１３】
この発明の第３の実施例では、光学膜１５８は真空層１６０であり、真空層１６０はガラ
ス、アクリルまたはポリカーボネートなどの透明材質により構成される上パネル１５９と
下パネル１６１とを具える。上パネル１５９と下パネル１６１との間は真空状態であり、
よって真空層１６０は熱対流を減少するので光源１５６が発生する熱を隔離し、熱が液晶
表示パネル１５４に送られてその正常動作に影響を及ぼすのを防ぐ。なお、真空層１６０
の上パネル１５９は拡散板とされ、真空層１６０の下パネル１６１はプリズムとされる。
もっともデザインの要求に応じて真空層１６０の上パネル１５９をプリズムとして、真空
層１６０の下パネル１６１は拡散板としてもよい。言い換えれば、真空層１６０は拡散板
とプリズムの機能を統合することによって、光源１５６が発生する光線を液晶表示パネル
１５４に平均的に分散させ、液晶表示パネル１５４に一定した光度分布を持たせる。なお
、バックライトユニット１５２の放熱能力を強めるため、光源１５６の下方に放熱膜（図
示に示されない）を設けてもよい。
【００１４】
以上は、この発明の好ましい実施例であって、この発明の実施の範囲を限定するものでは
ない。よって、当業者のなし得る修正、もしくは変更であって、この発明の精神の下にお
いてなされ、この発明に対して均等の効果を有するものは、いずれもこの発明の特許請求
の範囲に属するものとする。
【００１５】
【発明の効果】
この発明による液晶ディスプレイは液晶表示パネルと光源との間に透明材質により構成さ
れて内部気体が真空技術により吸い出された真空層を設けることによって、熱対流を減少
して光源が発生する熱を隔離する。更に光線が真空を透過する特性を持つため、バックラ
イトユニットの光学特性には影響しない。従来の液晶ディスプレイと比べ、この発明によ
る液晶ディスプレイはバックライトユニットの放熱不良を有効に改善することによって、
品質を高めて製品の使用寿命を延長する。
【図面の簡単な説明】



(5) JP 4072460 B2 2008.4.9

10

20

30

【図１】　従来の液晶ディスプレイの構造を表わす説明図である。
【図２】　この発明の第１の実施例による液晶ディスプレイの構造を表わす説明図である
。
【図３】　この発明の第２の実施例による液晶ディスプレイの構造を表わす説明図である
【図４】　この発明の第３の実施例による液晶ディスプレイの構造を表わす説明図である
。
【符号の説明】
１０　　液晶ディスプレイ
１２　　液晶表示パネル
１４　　バックライトユニット
１６　　光源
１７　　陰極管
１８　　光学膜
２０　　反射板
２２　　ハウジング
２４　　拡散膜
２６　　プリズム
２８　　拡散板
２９　　プリントスポット
５０、１００、１５０　液晶ディスプレイ
５２、１０２、１５２　バックライトユニット
５４、１０４、１５４　液晶表示パネル
５６、１０６、１５６　光源
５７、１０７、１５７　冷陰極管
５８、１０８、１５８　光学膜
６０、１１２　 拡散膜
６２、１１４　 プリズム
６４、１１６　 拡散板
６６、１１０、１６０　真空層
６５、１０９、１５９　上パネル
６７、１１１、１６１　下パネル



(6) JP 4072460 B2 2008.4.9

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】
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摘要(译)

要解决的问题：提供一种具有真空层的液晶显示器，该真空层设置在背
光单元中并隔离由光源产生的热量，以解决传统液晶显示器的热辐射失
效问题。解决方案：液晶显示器50配备有背光单元52和液晶显示面板54.
背光单元52具有设置在光源上方的光学膜58，并且光学膜58具有至少一
个真空层液晶显示板54设置在光学膜58上方并具有多个像素单元。真空
层66与光源产生的热隔离。
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